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研究成果の概要（和文）：☆『2014（平成26）年度版災害支援カード（もっとやさしい日本語訳付）Words to use in 
an Emergency』（制作者山下暁美・井上史雄・高丸圭一・中西太郎・津田智史・椎名渉子）、『平成 25年度版災害時
命綱カード・共通語版（ひらがな表記付）』『平成25年度版災害時命綱カード（岩手（盛岡）方言訳付）』『平成25年
度版災害時命綱カード（宮城方言訳付）』『平成25年度版災害時命綱カード（福島方言訳付）』を発行した。
☆科学研究費補助金報告書『命綱としての日本語－緊急時コミュニケーションの社会言語学的総合研究－』を発行する
とともに国内外の学会で研究発表を行った。

研究成果の概要（英文）：☆Publication of "Words to use in an Emergency with the Easier Japanese 
translations (2014)","Words to use in an Emergency with Hiragana(2013)","Words to use in an Emergency 
with Iwate(Morioka)dialect(2013)","Words to use in an Emergency with Miyagi dialect(2013)","Words to use 
in an Emergency with Fukushima dialect(2013)".☆Publication of "Japanese as a Lifeline-Social Linguistic 
Comprehensive Studies of Communication during Emergency-(2013)" and Presentations on same theme at 
national and international academic conferences.
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１．研究開始当初の背景 

 阪神・淡路大震災、東日本大震災の被災者
の中に多くの外国人が含まれていた。日本国
内では、海外からの労働力の受け入れや国際
化によって、複数の民族が共存する地域が増
加した。多国籍の外国人と日本人で構成され
るコミュニティーの共通語は、日本語が占め
る割合が高いと思われる。災害時は特に地域
住民間のコミュニケーションに日本語は不
可欠である。災害時に在日外国人の安全を確
保するため、また、住民間で救済を行うため
に必要な日本語データの整備が急務となる。
言語的支援を必要としている外国人のため
に「もっとやさしい日本語」による言語サー
ビスが求められる。本研究は、福祉・環境言
語学（welfare and environmental 

linguistics）の一分野と位置づけることがで
きる。「人々の安全と予防」のための言語学
である。 

 

２．研究の目的 

(1)本研究の目的は、在日外国人が安全な環
境で安心して日本で生活するために必要な
日本語支援とは何かについて考察すること
である。 

(2)具体的には、災害関連の表現や語彙につ
いて日本語学習支援を行うための基礎デー
タを作成する。 

(3)東関東大震災を体験した非日本語母語話
者が自らの被災体験を語ったとき、どのよう
な日本語で伝達するか、使用語彙を調査し、
これを「もっとやさしい日本語」と位置付け
て重要度・理解度を明らかにする。 

(4)『災害時の命綱カード』（岩手・宮城・福
島方言訳付・共通語版・もっとやさしい日本
語訳付）の 5 種類を作成し、広く地方自治体
や関連機関に配布する。 

 

３．研究の方法 

(1)東日本大震災を体験した在日外国人を対
象に面接調査を行った。条件としては面接に
日本語で答えられる人を対象とした。調査項
目は、震災時に関する項目、関連語彙の項目、
フェイス項目であった。語彙の項目について
意味が日本語で「わかる」、「わからない」を
聞いたうえで、語彙の重要度について聞き、
重要度と理解度を分析した。 
(2)災害時関連語彙を外国人がどのように自
らの日本語で説明、あるいは言い換えるのか
を調査し、非日本語母語話者による非日本語
母語話者のための「もっとやさしい日本語」
訳とした。 
(3)災害時の必要語彙について、重要度が高
く、理解度が低い語彙を明らかにし、「災害
支援カード」を作成した。また、地方団体の
発行物や日本語教科書での扱いを検討し、現
状改善のための提言をした。 
 
４．研究成果 
(1)調査結果によって、在日外国人の震災当

時の状況やどのような問題を抱えていたの
かなどが明らかになった。 
(2)大震災を体験したインフォーマントが重
要と考える語彙はどれか、属性とどのような
関係があるのか、語彙の重要度の認識と理解
度の関係などが明らかになった。 
(3)専業主婦、研修員の語彙についての重要
性の認識を深め、理解度を高める必要がある
ことがわかった（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 職業と語彙の理解度、重要度の関係 
 
また、大学生より日本語学校で学んだ（学ん
でいる）人の方が語彙の重要度についてよく
認識している傾向が見られた。家庭内の言語
生活について日本語と母語の両語使用の人
たちの災害時の語彙の重要度の認識と理解
度が最も高かった。 
(4) 在日外国人が重要だと考えた語彙の中
で日本語教科書 11 種（初級～上級）に全く
提出されていない語彙として、「消火器」「速
報」「断水」「警報」「懐中電灯」「応急」「原
発」「震源地」「非常食」「避難」「余震」など
があげられる。ほかにも重要な語彙と判断さ
れながら理解度の低い語彙がある。自然災害
に関連する語彙の教材への補充が必要と考
えられる。 
(5)研究成果物の例として「災害時命綱カー
ド・共通語版（平成 25 年度版）」（表紙のみ）
を図２で紹介する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 災害時命綱カード・共通語版（平成 25
年度版） 
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